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Ⅰ 審議事項 

放送システム委員会では、情報通信審議会諮問第 2044 号「放送システムに関する技術的条件」

（令和元年６月 18日諮問）について、本報告（案）を取りまとめた。 

 

Ⅱ 委員会及び作業班の構成 

放送システム委員会の構成は、別表１のとおり。 

なお、放送システム委員会の下に、委員会における調査のために必要な情報を収集し、技術的

条件についての検討の促進を図るため、地上デジタル方式高度化作業班を設置した。地上テレビ

ジョン方式高度化作業班の構成は、別表２のとおり。 

 

Ⅲ 検討経過 

1. 放送システム委員会での検討 

本件に関する放送システム委員会での検討経過は、次のとおり。 

 

① 第 68回（令和元年７月８日） 

地上デジタル放送方式の高度化に関する検討課題及びスケジュールについて検討し、地

上デジタル放送方式高度化作業班を設置した。 

② 第 72回（令和２年２月 18日） 

地上デジタル方式の高度化の要求条件（案）について検討を行い、地上デジタルテレビ

ジョン放送の高度化に関する要素技術の提案募集を行うこととした。 

③ 第 73回（令和２年５月 18日） 

地上デジタル放送高度化作業班から検討状況報告（第一次）を受けるとともに、地上デ

ジタルテレビジョンの高度化に関する要素技術の提案募集に応募したものからのヒアリン

グ及び総務省委託研究開発の成果報告を受け、検討を行った。 

④ 第 74回（令和３年３月 25日） 

地上デジタル放送高度化作業班から検討状況報告（第二次）を受け、検討を行うととも

に、地上放送の高度化に関する技術検討スケジュールを確認した。 

⑤ 第 75回（令和４年４月７日） 

地上デジタル放送高度化作業班から検討状況報告（第三次）を受け、検討を行った。 

⑥ 第 76回（令和４年 10月 27日） 

地上デジタル放送高度化作業班から技術的条件の中間報告を受け、検討を行った。 

  ⑦ 第 77回（令和５年４月 28日） 

地上デジタル放送高度化作業班から報告を受け、委員会報告（案）について検討を行っ

た。 
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2.  地上デジタル方式高度化作業班での調査 

 地上デジタル方式高度化作業班の調査経過は、次のとおり。 

 

① 第１回（令和元年 12月 26日） 

作業班における調査事項、スケジュール、地上デジタル放送方式に関する動向、映像符

号化方式の規格動向及び地上デジタル放送方式の高度化の要求条件（素案）について調査

を行った。 

② 第２回（令和２年２月５日） 

地上デジタル放送方式の高度化の要求条件（案）について調査を行うとともに、令和元

年度総務省周波数逼迫対策技術試験事務「放送用周波数を有効活用する技術方策に関する

調査検討」に関して報告を受け、調査を行った。 

③ 第３回（令和２年３月３日） 

映像符号化方式の最新状況について、調査を行った。 

④ 第４回（令和２年３月 26日） 

地上デジタル放送方式高度化作業班の検討状況報告（第一次）を取りまとめた。 

⑤ 第５回（令和２年６月 22日） 

次世代地上デジタルテレビジョン方式に関する技術の提案募集の結果、地上デジタルテ

レビジョン方式の高度化に関する総務省委託研究成果及び 5G ブロードキャストについて

調査を行った。 

⑥ 第６回（令和２年 10月 30日） 

令和２年度総務省周波数逼迫対策技術試験事務「放送用周波数を有効活用する技術方策

に関する調査検討」の調査状況について報告を受け、調査を行った。 

⑦ 第７回（令和２年 12月 23日） 

地上デジタル放送高度化に関して、関連団体からヒアリングを実施し、調査を行った。 

⑧ 第８回（令和３年２月９日） 

令和２年度総務省周波数逼迫対策技術試験事務「放送用周波数を有効活用する技術方策

に関する調査検討」の成果報告並びに映像符号化及び音声符号化方式に関する中間報告を

受け、調査を行った。 

⑨ 第９回（令和３年３月 11日） 

映像符号化方式及び通信技術を利用した放送方式に関して報告を受け、調査を行った。 

⑩ 第 10回（令和３年３月 22日） 

地上デジタル放送方式高度化作業班検討状況報告（第二次）を取りまとめた。 

⑪ 第 11回（令和３年９月 17日） 

放送方式に関する調査事項について確認を行った。 
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⑫ 第 12回（令和３年 10月７日） 

映像符号化方式及び音声符号化方式の主観評価実験に関する中間報告を受け、調査を行

った。 

⑬ 第 13回（令和４年２月 18日） 

高度化放送導入方式の既存受信機への影響報告並びに映像符号化方式及び音声符号化方

式の主観評価実験の結果報告を受け、調査を行った。 

⑭ 第 14回（令和４年２月 28日） 

令和３年度の総務省周波数逼迫対策技術試験事務「放送用周波数を有効活用する技術方

策に関する調査検討」について報告を受けるとともに、各放送方式の要求条件への適合性

（素案）について調査を行った。 

⑮ 第 15回（令和４年３月 24日） 

地上デジタル放送方式高度化作業班の検討状況（第三次）報告をまとめた。 

⑯ 第 16回（令和４年６月 22日） 

映像符号化方式の性能調査等の結果報告を受け、調査行った。 

  ⑰ 第 17回（令和４年 10月 11日） 

放送システムに関する技術的条件について中間報告を受け、調査行った。 

  ⑱ 第 18回（令和５年１月 31日） 

    令和４年度の総務省周波数逼迫対策技術試験事務「放送用周波数を有効活用する技術方

策に関する調査検討」及び地上デジタル放送方式の高度化に関する海外動向について報告

を受け、調査を行った。 

  ⑲ 第 19回（令和５年２月 27日） 

    放送システムに関する技術的条件について最終報告を受け、調査を行った。 

  ⑳ 第 20回（令和５年３月 23日） 

    作業班報告を取りまとめた。 

 

Ⅳ 検討概要 

別紙のとおり。 

（別紙として、資料 77－３を添付） 

 



iv 

情報通信審議会 情報通信技術分科会 

放送システム委員会 構成員 
（敬称略） 

氏 名 所属・役職 

主査 

委員 
伊丹 誠 東京理科大学 先進工学部 電子システム工学科 教授 

主査代理 

専門委員 
甲藤 二郎 早稲田大学 基幹理工学部 教授 

主査代理 

専門委員 
都竹 愛一郎 名城大学 理工学部 教授（第 76回まで） 

委員 大島 まり 
東京大学 大学院 情報学環／生産技術研究所 教授（第 74回から第

76回まで） 

〃 高田 潤一 東京工業大学 環境・社会理工学院 学院長／教授 

〃 村山 優子 津田塾大学 数学・計算機科学研究所 特任研究員（第 73回まで） 

専門委員 雨宮 明 一般社団法人日本 CATV技術協会 筆頭副理事長（第 75回から） 

〃 井家上 哲史 明治大学 理工学部 教授 

〃 岩崎 裕江 

国立大学法人 東京農工大学 大学院工学研究院 先端情報科学部門 

教授/国立大学法人 東北大学 タフ・サイバーフィジカル AI 研究セ

ンター 特任教授（第 76回から） 

〃 上園 一知 一般社団法人日本ケーブルラボ 技術部 主任研究員 

〃 大槻 知明 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科 教授（第 74回から） 

〃 大矢 浩 一般社団法人日本 CATV技術協会 副理事長（第 74回まで） 

〃 門脇 直人 国立研究開発法人情報通信研究機構 理事（第 71回まで） 

〃 児玉 俊介 一般社団法人電波産業会 専務理事（第 74回から） 

〃 後藤 薫 
国立研究開発法人情報通信研究機構 電磁波研究所 電磁波標準研究

センター 電磁環境研究室 標準較正グループ グループリーダー 

〃 関根 かをり 明治大学 理工学部 教授 

〃 丹 康雄 
北陸先端科学技術大学院大学 副学長（リカレント教育担当）・先端科

学技術研究科 教授 

〃 豊嶋 守生 
国立研究開発法人情報通信研究機構 ネットワーク研究所ワイヤレス

ネットワーク研究センター 研究センター長（第 72回から） 

〃 松井 房樹 
一般社団法人電波産業会 代表理事・専務理事・事務局長（第 73 回ま

で） 

〃 山田 孝子 関西学院大学 副学長（教務機構長） 総合政策学部 教授 

 別表１  
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情報通信審議会 情報通信技術分科会 放送システム委員会 

地上デジタル方式高度化作業班 構成員 

 
（敬称略） 

氏  名 主 要 現 職 

主任 大槻 知明 慶應義塾大学 理工学部 情報工学科 教授 

主任代理 松田 一朗 東京理科大学 理工学部 教授 

〃 伊藤 典男 
シャープ株式会社 研究開発事業本部 ソリューション事業推進セ

ンター 第二開発室 副所長（第５回から） 

〃 岩尾 洋英 
株式会社フジテレビジョン 技術局 技術戦略部 局次長職 技術

調査担当 

〃 岩田 昭光 
株式会社ＮＨＫテクノロジーズ ファシリティ技術本部 送受信セ

ンター 公共システム部長（第 16回まで） 

〃 上園 一知 一般社団法人日本ケーブルラボ 技術部 主任研究員（第５回から） 

〃 大久保 達也 一般社団法人電子情報技術産業協会 事業戦略本部 専門調査役 

〃 大島 佳介 一般社団法人日本民間放送連盟  企画部 主事（第 16回から） 

〃 大野 秀樹 
東芝インフラシステムズ株式会社 府中事業所 放送・ネットワーク

システム部 フェロー（第６回から） 

〃 岡野 正寛 
日本放送協会 放送技術研究所 伝送システム研究部 シニア・リー

ド（第 11回から） 

〃 岡村 浩彰 株式会社テレビ朝日 技術局 技術渉外担当局長 

〃 奥村 友秀 
三菱電機株式会社 京都製作所 ＡＶディスプレイ製造部 担当部

長（第５回から第 15回まで） 

〃 
齋藤 健太

郎 
東京電機大学 システムデザイン工学部 デザイン工学科 准教授 

〃 斉藤 知弘 
一般社団法人放送サービス高度化推進協会 技術部 部長（第 10 回

まで） 

〃 高田 仁 一般社団法人日本民間放送連盟  企画部 専任部長（第 15回まで） 

〃 高田 政幸 
一般社団法人電波産業会 デジタル放送システム開発部会 委員長

（第５回から第 10回まで） 

〃 高柳 宣治 
ソニー株式会社 ＨＥＳ事業本部 ＨＥＳ技術戦略室 マネージャ

ー 

〃 樽見 敏夫 株式会社テレビ東京 技術局 専任局長（第５回から） 
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氏  名 主 要 現 職 

〃 土田 健一 

日本放送協会 放送技術研究所 伝送システム研究部 部長（第 10

回まで） 

一般社団法人電波産業会 デジタル放送システム開発部会 委員長

（第 11回から） 

〃 豊嶋 守生 
国立研究開発法人情報通信研究機構 ネットワーク研究所 ワイヤ

レスネットワーク研究センター 研究センター長（第 11回から） 

〃 中井 了一 一般社団法人電波産業会 研究開発本部 放送グループ 担当部長 

〃 中原 俊二 

日本放送協会 技術局 計画管理部 エグゼクティブエンジニア

（第 15回まで） 

株式会社ＮＨＫテクノロジーズ ファシリティ技術本部 公共システ

ム技術部 エグゼクティブ・エンジニア （第 17回から） 

〃 中丸 則兼 
一般社団法人日本ＣＡＴＶ技術協会 事業部（規格・標準） 部長（第

５回から） 

〃 中邨 賢治 
TVS REGZA 株式会社 R&Dセンター 先行技術開発担当 参事（第５回

から） 

〃 中村 直義 
一般社団法人放送サービス高度化推進協会 技術部 部長（第 11 回

から） 

〃 沼尻 好正 
日本アンテナ株式会社 経営戦略室 経営戦略グループ エキスパ

ート 

〃 浜口  清 
国立研究開発法人情報通信研究機構 ワイヤレスネットワーク総合

研究センター 総合研究センター長（第４回まで） 

〃 深澤 知巳 
株式会社ＴＢＳテレビ メディアテクノロジー局 技術管理部 兼メ

ディア企画室 担当部長 

〃 藤井 雅弘 宇都宮大学 工学部 基盤工学科 准教授 

〃 藤高 丞士 
サン電子株式会社 埼玉事業所 開発本部 開発部 受信機器開発

課 主務 

〃 寳迫 巌 
国立研究開発法人情報通信研究機構 ワイヤレスネットワーク総合

研究センター 総合研究センター長（第５回から第 10回まで） 

〃 村山 研一 日本放送協会 技術局 管理部 副部長（第 16回から） 

〃 森吉 達治 
日本電気株式会社 都市インフラソリューション事業部門 技術開

発プロダクトエンジニア 

〃 山影 朋夫 
東芝インフラシステムズ株式会社 府中事業所 放送・ネットワーク

システム部 主幹（第５回まで） 

〃 山口 隆 

パナソニックエンターテインメント＆コミュニケーション株式会社 

ビジュアル・サウンドＢＵ 技術センター ソフト設計部 アライア

ンス推進課 

〃 山下 環  株式会社テレビ東京 技術局 次長（第４回まで） 

〃 山本 英雄 
日本テレビ放送網株式会社 技術統括局 担当局次長 兼 デジタ

ルコンテンツ制作部長 
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